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たくましく未来を切り拓く子どもの育成 合い言葉は「なりたい自分になる」 

                                  

  
 
 
 

 
 

教育週間へのご協力ありがとうございました 

６月１９日（月）～２５日（日）に稲佐っ子の心を見つめる教

育週間が行われました。これは学校と保護者及び地域の住民が連

携し、「地域の子どもは地域で育む」という気運をさらに高め、

「いのちを輝かせて生きる心豊かな長崎っ子の育成」を目指す取

組として、長崎県の全ての公立学校で実施しているものです。  

 初日となる１９日（月）の校長講話では、「みんなとちがう」

と「みんなちがう」の２つの言葉を示し、それぞれの意味の違い

を考えました。２つの言葉は「と」が入るか入らないかの違いで

すが、意味が大きく異なります。前者は、仲間外しやいじめにな

りやすいのに対し、後者では一人一人の個性の違いに目を向ける

ことで、自分や仲間を大切にすることにつながるものです。私た

ちは知らず知らずのうちに異なる考えを排除したり、同じ考えを

相手に求めたりしがちです。多様性が重視されている今、一人一

人の個性を大切にすることや考え方の違いを越え、仲間と協働で

きる人材の育成が求められています。それが自分の命を、そして

他人の命を大切にすることにもつながっていくと考えます。「み

んな違ってみんないい」。この言葉の意味を折に触れてみんなで

確かめ合い、大切にしていきたいと思います。 

この全校朝会を皮切りに、教育週間中は全ての時間を公開し、自由に子どもたちの様子を見ていた

だきました。子どもたちのこの２か月半の学びの姿はいかがだったでしょうか。子どもたちは保護者

の皆様に見ていただく喜びを感じながら、目を輝かせて学習に取り組むことができました。また２４

日の土曜授業では道徳の授業を通して、命の大切さや人を大切にすることの意味を改めて考えること

ができたのではないかと思います。学校ではこれからも一人一人を大切にする指導を続けてまいりま

す。ご家庭におかれましてもこの機会にぜひ命の大切さについて考える時間をとっていただければ幸

いです。 

ところで、土曜授業では道徳の授業（５年生は親子での平和キ

ャンドル作り）の後、保護者の皆様にご協力をいただき、稲佐小

学校近くに強盗事件が発生した想定での引き渡し訓練を実施しま

した。一度校舎を出てからお迎えをしていただく新しい形での訓

練となりましたので、何かと不手際もあったかと思いますが、昨

今の様々な社会情勢や不安定な天候を考えたとき今回のような訓

練は必要不可欠であると考えます。活発な梅雨前線の影響で、先

週から九州北部や山口県では記録的な大雨となりました。長崎で

は大きな被害は報告されていませんが今週も雨が続くことが予想

されており引き続き土砂災害への警戒が必要です。学校においても児童の安全安心を第一に早め早め

の対応を心がけていきたいと思います。大雨の際の学校の対応については先日お配りした文書を今一

度ご確認いただくとともに、非常時には今回のような引き渡しを行うことになりますのでその際はご

協力をよろしくお願いいたします。 

最後になりますが、新型コロナウイルスが第５類に移行させたことを受け、今年度はコロナ禍前の

状況に戻し、多くの行事を実施することができました。教育週間中には、のべ４５０名を超える保護

者や地域の皆様方のご参観をいただきました。この場をお借りしてお礼を申し上げます。 
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平和の大切さについて考えた被爆体験講話 

教育週間の６月２１日（水）、羽田麗子先生を講師にお招き

し、被爆体験講話を実施しました。昨年度までの３年間は新型コ

ロナウイルスの影響で全校が集まることができず、高学年対象の

講話でしたが、今年度は体育館で１～６年生がそろって羽田先生

のお話を聞くことができました。 

 長崎市に原爆が投下されたとき、羽田先生は国民学校の３年生

でした。自宅は爆心地から２．６Ｋｍ離れた場所にありました

が、自宅と爆心地の間に山があったため、無傷で助かりました。

しかし、翌日からその山を越えて逃げてくる人たちは想像を絶する状態で、今でもその時の心の奥深くに

刻まれているそうです。羽田先生からは、原爆が落とされる前の学校生活の様子や８月９日に原爆が落と

されてからの悲惨で苦しい人々の暮らしなどについて自分の体験をもとにお話をしていただきました。子

どもたちはその一言一句を真剣に目を耳と心で聴きながら平和の大切さについて考えることができまし

た。また、羽田先生が言われた３つの約束「①絶対に命をそまつにしない、②いじめや差別をしない、③

問題があったら話合いで解決する」を守って学校生活を送ることを堅く誓い合いました。 

最後に５年生の代表が羽田先生へのお礼の言葉を述べて被爆体験講話は終了したのですが、講話が終わ

ってからも現在平和学習を行っている５年生が羽田先生のもとに集まり、熱心に質問をする列が途絶えま

せんでした。子どもたちの心に響く時間となったことが伝わってくる一コマでした。 

 

７月行事予定 

 

 ３日（月） 短縮日課 ※短縮日課期間は全校１３：４５頃下校 

   ４日（火） 短縮日課   上下水道局出前授業（４年） 

   ５日（水） 短縮日課 

   ６日（木） 短縮日課 

   ７日（金） 短縮日課 

  １１日（火） いなさタイム（縦割り活動） 第１回学校保健委員会  

  １３日（木） 修学旅行１日目（６年） 放課後子ども教室 

１４日（金） 修学旅行２日目（６年） 

  １６日（日） 家庭の日 

  １７日（月） 祝日：海の日 

  １８日（火） 心ホカホカの日 

２０日（木） 第１学期終業式 

  ２４日（月）～２５日（火） 算数教室  

  ２４日（月）～３１日（月） 個人面談 （２８日と３１日は予備日）   


